
Take Off

埼玉県公立高等学校入学試験の情報について

受験を制するには、こちらも情報を得ていることが大切です。

一つは、採点に関する情報（ＨＰより）

この「採点に関する原則」は、受検者のいろいろな解答を予想して、採点する場合の基準を示した

ものである。採点は、次の１～５及び各教科の「採点の手引」によるものとする。

１ 問題のねらっていることが、理解されているとはっきり判断できるものは、正答とする。

２ 各教科の「採点の手引」の「採点上の注意」に「部分点を認める」と示した問題以外の問題につ

いても、各学校の裁量で部分点を認めてもよい。

３ 次のような場合は、各学校の裁量により正答と認めて差し支えない。なお、正答と認めず減点す

る場合は、上記１の趣旨を踏まえ、過度な減点は行わない。

(1) 「ひらがな」で書くべきところを、「かたかな」で書いた場合。

(2) 「かたかな」で書くべきところを、「ひらがな」で書いた場合。

(3) 漢字で書けるところを、「ひらがな」等で書いた場合。

(4) 文字そのものの正確さを問う問題を除いて､文字についての若干の誤りや不正確な点のある場

合

４ 上記３以外で、指示に反した答え方をした解答や判読に苦しむような解答は、正答と認めない。

５ 各教科の「採点の手引」に示したもの以外の正答も予想されるので、十分留意する。

・漢字で解答と指示されていても、「ひらがな」で書いておいてください。点数をもらえることもあ

ります。

・４の判読に苦しむような解答は×になるということです。今、心配な人もいます。

丁寧に書けるように心がけないといけません。

二つ目には、各教科の問題の出し方です。

〈数学〉

大問題が４問。これは変わらないでしょうし、大問１は、そこだけで５０点の配点です。ここには

だいたい１１問から１２問の小問があり、各４点ないし５点の配分です。

では、２６年度の様子を見てみます。

(1) ９ a －５ a を計算しなさい。（４点） 正答率は99.0％

(2) 12 ÷(－２)＋１ を計算しなさい。（４点） 正答率は95.4％

(3) ６ ７ － 28 を計算しなさい。（４点） 正答率は94.6％

(4) x ＝ 13 のとき， x ２－８ x ＋15 の値を求めなさい。（４点） 正答率は85.2％

(5) ２次方程式５ x ２－９ x ＋３ ＝０ を解きなさい。（４点） 正答率は82.3％

(6)連立方程式 正答率は8７％

(7)関数のグラフから値を求める 正答率は69.1％

このあと図形の問題などが入ります。こうしてみると最初の(6)番までは、間違えると大きく影響す

ることがわかります。逆に、図形の問題が解けるといい感じになります。

受験対策の一つになるのではないでしょうか。次号では他教科を載せます。

最終連絡・・・・昨年お知らせした三郷市の「入学準備金貸付制度」です。最終回の申請締め切り

日が ２／９（月）です。詳しい資料がほしい場合は担任に請求してください。

わからないことがある場合、

問い合わせ先は 三郷市教育委員会 教育総務課 教育総務係になります。

電話番号 ９３０－７７５３（直通）です。

第 １６ 号

平成２７年 2 月 2 日(月）

三郷市立北中学校 進路通信


